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1．はじめに
　身近な大地の成り立ちに対する児童の興味・関心を向
上させる上で，地域の地質素材を題材とした理科教育は
重要である．実際に，小学校学習指導要領（文部科学省，
2017）では，児童が土地のつくりや変化について，実
物を観察する機会をもつようにすることが推奨されてい
る．したがって，児童が身近な大地の成り立ちを学ぶこ
とができる野外観察学習を実施することは意義深いと考
えられる．
　小学生を対象とした野外観察学習は複数の地域で実施
され，児童の地域地質に対する興味・関心を引き出す上
で効果を有することが報告されている（例えば，相場，
2004；白井，2007）．相場（2004）は，東京都杉並区の
小学 6年生を対象に，移動教室の一環として静岡県弓ヶ
浜周辺地域を題材とした野外観察学習プログラムを考
案・実践し，多くの児童が地層の成因を理解したことを
報告している．白井（2007）は，小学 6年生を対象に，
静岡県掛川層群を題材とした野外観察学習と室内学習を
合わせた全 16時の授業を考案し，実践を行った結果，
地層が身近な存在であることや，広がりを持つこと，地
層が持つ時間の概念や地殻変動の概念を，児童の多くが
実感を伴って理解したことを報告している．
　福井県においては，嶺北地域の広い範囲に新第三紀
中新世の火山岩・堆積岩類が分布しており（福井県，
2010），特に越前海岸においてこれら岩石の露出が良い．
また，越前海岸沿いの地質学的見所（例えば，東尋坊）
においては，遊歩道等が整備されている場合が多く，露
頭へのアクセスが比較的容易である．従って，越前海岸
は，小学校理科「土地のつくりと変化」で扱われる地層・
岩石分野の野外観察学習を行う上で適した場所であると
いえる．越前海岸における野外観察学習の先行研究とし

て，安野（1994），中川（2003）がある．これら先行研
究では主に高校生を対象としており，坂井市三国町海岸
の地質・地形・露頭ガイドを提案している．一方，三国
町海岸以外の越前海岸における野外観察学習実例，およ
び小学生を対象とした野外観察学習の実践例は，これま
でにほとんど報告されていない．
　そこで，今回著者らは，越前海岸に分布する中新世火
山岩・堆積岩を題材とした小学生対象の野外観察学習プ
ログラムを考案し，実践した．本学習プログラムは，越
前町立四ヶ浦小学校から三国町海岸に至る越前海岸沿い
をバスで巡る野外観察学習と，学習効果をより高めるた
めの事前室内学習で構成される．これらの学習の主なね
らいは，児童が身近な大地の成り立ちに興味を持ち，理
解を深めることである．本論では，越前町立四ヶ浦小学
校・常磐小学校 6年生を対象とした教育実践結果を基に，
野外観察学習プログラムの効果について検討する．

2．観察地点の地質概略
　野外観察実施地点として選定した 5地点（図 1）の地
質概略について，以下に簡潔に述べる．
2-1．四ヶ浦小学校の崖に露出する火砕岩
　越前町周辺には白亜紀～漸新世流紋岩類が広く分布し
ており（福井県，2010），標高 70 m程度の断崖を形成
している．越前町立四ヶ浦小学校は，この崖に形成され
た段丘面上に立地する．海岸および海岸から四ヶ浦小学
校へ至る坂道の崖には，漸新世流紋岩類が露出している．
本露頭に関する先行研究の詳細な記載はないが，溶岩片，
軽石を礫として不均質に含み，基質が火山灰質であると
いう肉眼的特徴（図 2A）から，福井県（2010）の流紋
岩質火山砕屑岩に相当すると考えられる．また，軽石が
一方向に扁平していることなどから，弱溶結の火砕流堆
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積物である可能性がある．
2-2．潮吹岩の礫岩層および岩脈
　呼鳥門から越前岬一帯の越前海岸沿いには，中新世礫
岩が広く分布している（福井県，2010）．本層を構成す
る礫は中～巨礫サイズの円礫であり，その大部分の給源
は下位の糸生層安山岩類である（福井県，2010）．潮吹
岩は，この中新世礫岩およびそれを貫く複数の安山岩岩
脈（吉澤ほか，2009）からなる岩礁である（図 2B）． 

2-3．軍艦岩の生痕化石
　丹生山地の北側半分を占め，越前海岸から北東の広範
囲に，中新世の国見層（主に砂岩・シルト岩・礫岩）が
分布している（福井県，2010）．軍艦岩は，国見層の凝
灰質砂岩・シルト岩・泥岩からなる，東西約 40m，南
北約 100mの離れ岩である（吉澤ほか，2009；福井県，
2010）．鹿野ほか（2007）による国見層デイサイト質凝
灰岩中のジルコンのフィッション・トラック年代報告値
は 18～ 16 Maである．本層は，マングローブを伴う堆
積盆地に形成されたと考えられ，軍艦岩では，偶蹄類・
奇蹄類・長鼻類の足跡化石，葉片化石，材化石などが産
出する（鹿野ほか，2007；吉澤ほか，2009）（図 2C，D）．
2-4．鉾島の火山岩
　福井市市ノ瀬町とその周辺および和布町から鮎川町の
範囲に，中新世の市ノ瀬流紋岩が分布しており（鹿野ほ
か，2007），鉾島（図 2E）はその分布域に存在する．市
ノ瀬町付近に分布する市ノ瀬流紋岩の軽石火山礫凝灰
岩のジルコンのフィッション・トラック年代報告値は，
15.7 ± 1.4 Maである（鹿野ほか，2007）．福井県（2010）
によると，市ノ瀬流紋岩には斑晶鉱物として石英，斜長
石，黒雲母が含まれるらしいが，鉾島の火山岩は肉眼観
察において無斑晶質であり，含まれる鉱物種を同定する
ことは困難である．

図2．観察地点の岩石・化石および特徴的構造．（A）四ヶ浦小学校の崖の火砕岩，（B）潮吹岩の礫岩層と岩脈，（C）軍艦岩の材化石，
（D）軍艦岩の巣穴化石（白色矢印），（E）鉾島の流紋岩溶岩の柱状節理，（F）越前松島の溶岩と離水海食洞．

図1．野外観察学習の観察地点およびバス移動の経路
（国土地理院・地理院タイル・標準地図を加工して作成）．
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2-5．越前松島の火山岩
　坂井市三国町の海岸には，中新世の米ヶ脇層（火山岩・
堆積岩）が分布しており（安野，1994），越前松島から
浜地に至る海岸には，玄武岩質安山岩が分布している（吉
澤，2012）．本層の主な岩相は，溶岩，火山角礫岩，凝
灰角礫岩，火山礫凝灰岩，スコリア質凝灰岩および軽石
質凝灰岩などであり（安野，1994），越前松島には柱状
節理の発達した溶岩および直下の火山礫凝灰岩が分布し
ている．溶岩基底部は水冷破砕しており，定置環境は浅
海域であったと考えられている（吉澤，2012）．本溶岩
から，12.5 Ma の K-Ar年代が報告されている（東野・
清水，1987）．本溶岩に含まれる主な斑晶鉱物は，輝石，
斜長石である（吉澤，2012）．本溶岩分布域の複数箇所
において，海食洞および離水海食洞がみられる（図 2F）．

3．野外観察用ガイドの作成
　前章で記した各地点における観察内容の多くは，小学
6年生理科「土地のつくりと変化」の学習範囲を超える
ものである．そこで著者らは，児童の理解を補助する目
的で，各地点における観察内容をまとめた観察用ガイド
（小冊子）を作成した（図 3）．本教材は，野外観察学習
を行う 5地点の写真と地質的解説内容をまとめたもので
ある．本教材は，ワークシート形式ではなく，解説本形
式であるため，野外へ出かける日までに内容に目を通し
ておくことが望ましい．また，野外観察学習後も各自が
活用可能な教材が理想的である．従って，児童が保護者
と一緒に学習する際に活用されることを想定して，解説
内容を考えた．解説文には専門的用語の使用を極力避け，
小学 6年生が理解可能な平易な言葉を選定した．

4．教育実践
4-1．事前学習
　事前学習では，「日本海の形成」，「岩脈の形状」，「足

跡化石の形成」，「柱状節理の形成」について，演示実験
等を交えて説明した（図 4）．これらの内容は，野外観
察学習プログラムの核であるが，児童にとって未習事項
であるため，丁寧な説明が必要である．野外において十
分な説明時間を確保することは困難であると考え，事前

図4．四ヶ浦小学校事前学習の様子．（A）パネル教材を用いた日本海形成の説明，（B）ゼラチンとラー油を用いた岩脈形成モデル実験，
（C）プラスチック粘土と石膏を用いた足跡化石形成モデル実験，（D）片栗粉とエタノールを用いた柱状節理形成モデル実験．

図3．野外観察用ガイドの解説例（軍艦岩の化石の解説ページ）．
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学習で扱うこととした．授業時間は 45分間であり，対
象は四ヶ浦小学校 6年生 16名である．常磐小学校では
事前学習を実施していない．
　日本海の形成については，パネル教材を用いて説明を
行った．本教材は，海洋にユーラシア大陸部分を貼り付
けたパネル 1と，日本列島を描いたパネル 2（フォッサ
マグナで分断）からなり，パネル 1上でパネル 2を動
かすことにより，視覚的にイメージしやすいように日本
海形成過程の概要を説明した（図 4A）．
　岩脈の形状の説明には，下岡ほか（2018），高田（2006）
の手法に従い，ゼラチンを地殻岩石に，ラー油をマグマ
に見立てた岩脈形成モデル実験教材を事前学習に導入し
た（図 4B）．ゼラチンの底部から注射器でラー油を注入
し，浮力によるラー油の上昇，平板状の通路（岩脈）形
成について，観察しながら解説した．
　足跡化石の形成については，プラスチック粘土と石膏
を用いた演示実験を交えて説明した．模型の足型を付け
たプラスチック粘土の陥没部分に石膏を流し込み固化さ
せた後，プラスチック粘土と石膏の境界で両者を分離す
ることで，プラスチック粘土層に凹型足跡，石膏層に凸
型足跡を出現させた（図 4C）．
　柱状節理の形成については，片栗粉とエタノール

による柱状節理モデル実験教材（西本ほか，2011；
Toramaru and Matsumoto, 2004）を用いて説明した．前
日までに，片栗粉・エタノール混合物を 200 mLビーカー
に入れてレフランプによる照射で加熱・乾燥させたもの
を準備しておき，事前学習当日に児童に配布した．ビー
カーを小皿の上で反転させて中身を出し，乾燥により柱
状に割れた片栗粉を観察させた（図 4D）．この観察を通
じ，溶岩も同様に体積収縮によって柱状に割れることを
説明した．

4-2．野外観察学習の内容およびスケジュール
　今回の野外観察学習では，「潮吹岩」「軍艦岩」「鉾島」
「越前松島」の 4地点をバスで巡った（図 1）．時間の都
合上，「四ヶ浦小学校の崖に露出する火砕岩」について
は露頭観察を行わず，写真・標本提示による概要説明を
行った．内容および行程を表 1に示す．
　第 1地点の潮吹岩においては，中新世礫岩層と，それ
を貫く安山岩岩脈（図 2B）を観察した．まず，児童を
礫岩層からなる岩場の平坦面に誘導し，足元の岩石が多
様な岩種の円礫からなることに注目させ，本地点および
周辺の大地が水による運搬・堆積作用で形成されたとい
うことを説明した．次に，数十メートル移動して，礫岩

表1．野外観察学習の内容およびスケジュール．
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層と安山岩岩脈の境界部を観察し，礫岩堆積後にマグマ
が貫入したことを説明した．その際，事前学習で行った
岩脈形成モデル実験（図 4B）を想起させながら，岩脈
が平板状であることを確認した．本地点における滞在時
間は，約 30分間であった．
　第 2地点の軍艦岩においては，材化石（図 2C）・カニ
の巣穴化石（図 2D）・サイの足跡化石を観察した．最初
に，児童を軍艦岩上の平坦面に誘導し，足元の岩石のざ
らざらとした触感に注目させ，軍艦岩が砂岩からなる岩
礁であることを説明した．その後，児童を 3班（各 8名）
に分けた上で，材・足跡・巣穴化石をローテーション形
式で順に観察した．これら 3種類の化石は軍艦岩の異
なる場所に存在し，各場所には大人数が一度に観察でき
る程の安定した空間が存在しないため，観察を円滑に行
うためにこの形式をとった．各班の引率は四ヶ浦・常磐
小学校の付添教諭が行い，化石の解説は講師（齋藤）お
よび他のスタッフ（三好・藤井）が分担して行った．材
化石観察の際には，それらがマングローブ由来であり，
当時の環境は現在とは全く異なり，熱帯－亜熱帯湿地で
あったことを説明した．足跡化石観察の際には，砂の堆
積時にサイやゾウ等が生息していたこと，足跡化石が凸
型であること，地殻変動により足跡化石がほぼ垂直に傾
動したことを説明した．凸型の足跡化石の成因について
は，事前学習で実施した足跡化石形成モデル実験を想起
させ，野外観察用ガイド（図 3）の解説図で補足しなが
ら説明した．巣穴化石観察の際には，カニの巣穴の写真
を提示し，それと巣穴化石の形状が類似することを説明
した．巣穴化石の成因については，カニの巣穴の形成後，
粒子組成の異なる砂が巣穴に流入することで，明瞭な巣
穴の形状が化石として保存されると説明した．本地点に
おける滞在時間は，約 40分間であった．
　第 3地点の鉾島においては，柱状節理の発達した流紋
岩溶岩（図 2E）を観察した．鉾島の遊歩道まで移動し
て溶岩露頭を直接観察する時間的余裕がなかったため，
遊歩道手前の駐車場から柱状節理を遠望した．常磐小学
校児童は事前学習を受けておらず，柱状節理については
未習であった．柱状節理の形成過程について，現地にお
ける口頭説明のみでは不十分と考え，事前学習同様のモ
デル実験教材（図 4D）を持参し，溶岩の体積収縮によ
る柱状節理形成について演示・解説した．その後，予め
採取しておいた鉾島の岩石を児童に手渡し，気泡や，流
紋岩特有の白みがかった色を観察させた．本地点におけ
る滞在時間は，約 15分間であった．
　第 4地点の越前松島においては，柱状節理の発達した
玄武岩質安山岩溶岩と海食洞（図 2F）を観察した．溶
岩露頭を観察しながら，鉾島の溶岩と比較して，越前松
島の溶岩は様々な伸び方向の柱状節理で特徴付けられる
こと，暗色を呈することを説明した．その後，離水海食
洞の直前まで移動し，波食による海食洞形成について説
明した．また，海食洞周辺に点在する，柱状節理が顕著

な複数の小島を指し示しながら，それらが元は一枚の溶
岩であり，波食により分断されたものであることを説明
した．また，海食洞が分断の途中の状態であることも説
明した．本地点における滞在時間は，約 40分間であった．
　最後に，四ヶ浦小学校の崖に露出する火砕岩について，
越前松島の駐車場で説明を行った．予め現地で採取して
おいた火砕岩の標本（図 2A）を児童に手渡し，そこに
含まれる軽石や溶岩片などに注目させた．また，火砕岩
が火砕流堆積物であり，高温・高速の極めて危険な火山
現象によってもたらされたものであることを説明した．
四ヶ浦小学校の崖を構成する火砕岩の厚さは約 70mで
あるため，分厚い堆積物をもたらした当時の火山活動が
いかに大規模なものであったかを想像させた．

5．結果
5-1．事前アンケート調査結果
　野外観察学習実施前における，単元「大地のつくりと
変化」の学習に対する児童の興味・関心，意欲等を調査
するため，事前アンケート調査を実施した．対象は，四ヶ
浦小学校 6年生 16名，常磐小学校 6年生 8名の，計 24

名である．四ヶ浦小学校の児童に対しては，事前学習（10

月 23日）直前に調査を行ったため，事前学習による調
査結果への影響はない．結果を以下に記す．
　設問 Q1で本単元の学習を児童がどの程度楽しいと感
じているかを問うたところ，「楽しい」と回答した児童
の割合は，四ヶ浦小 63％，常磐小 100％であった．「少
し楽しい」，「あまり楽しくない」と回答した児童の割合
は，それぞれ，四ヶ浦小 31％，6％であった（図 5A）．
Q1の選択理由を問うた設問 Q2に対する児童の回答を
表 2に示す．全回答のうち，地層の縞模様や種類に関す
る記述が 3件，地層・岩石の成因に関する記述が 11件，
過去の地質現象・古環境推定に関する記述が 6件得られ
た．また，四ヶ浦小児童からは，理科自体に対する苦手
意識等を示す否定的回答も得られた．
　設問 Q3で本単元の学習内容の理解のしやすさを問う
たところ，「理解しやすい」と回答した児童の割合は，四ヶ
浦小 63％，常磐小 100％であった．「少し理解しやすい」
と回答した児童の割合は，四ヶ浦小 38％であった（図
5B）．Q3の選択理由を問うた設問 Q4に対する児童の
回答を表 3に示す．四ヶ浦小児童からは，視聴覚教材活
用の効果を示唆する回答が多く得られた．常磐小児童全
員から，堆積実験の効果を示す回答が得られた．また，
四ヶ浦小児童からは，例示の理解困難を示唆する否定的
回答も得られた． 

　設問 Q5で児童の学習意欲を問うたところ，身近な地
質成因について，深く知りたいと「思う」と回答した児
童の割合は，四ヶ浦小 56％，常磐小 100％であった．「少
し思う」と回答した児童の割合は，四ヶ浦小25％であった．
「あまり思わない」，「思わない」と回答した児童の割合は，
それぞれ，四ヶ浦小 6％，13％であった．（図 5C）．
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5-2．事後アンケート調査結果
　野外観察学習に対する児童の評価・反応を知るため，
事後アンケート調査を実施した．対象は事前アンケート

調査と同一である．結果を以下に記す．
　設問 Q1で，野外観察学習を児童がどの程度「楽しい」
と感じたかを問うたところ，「楽しかった」と回答した

図5．アンケート調査結果．（A）（B）（C）：事前アンケート調査結果；（D）（E）（F）：事後アンケート調査結果．n値は回答者数を示す．

表2．事前アンケート調査Q1の選択理由（事前アンケート設問Q2の回答）．

代表的なものを選出し，部分的に誤字修正，漢字変換を施した．○地層の縞模様や種類に関する記述，◎地層・岩石の成因に
関する記述，☆過去の地質現象・古環境推定に関する記述，●否定的記述．
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児童の割合は，四ヶ浦小 94％，常磐小 100％であった．
「少し楽しかった」と回答した児童の割合は，四ヶ浦小
6％であった（図 5D）．Q1の回答理由を問うた設問 Q2

に対する児童の回答を表 4に示す．軍艦岩における化石
観察についての記述が大部分であり，その他，見慣れた
風景の見方の変化についての記述もみられた．Q1で「少
し楽しかった」を選択した 1名は，高所が苦手であった
ことを理由として挙げていた（表 4）．
　設問 Q3で，特に印象に残った観察地点を問うたとこ
ろ，「軍艦岩」と回答した児童の割合が最多であり，四ヶ
浦小 75％，常磐小 50％であった．「四ヶ浦小学校の崖
の火山噴出物」と回答した児童の割合は，四ヶ浦小 6％

であった．「れき岩層と岩脈」と回答した児童の割合は，
四ヶ浦小 13％であった．「鉾島」と回答した児童の割合
は，四ヶ浦小 6％，常磐小 38％であった．「越前松島」
と回答した児童の割合は，四ヶ浦小 6％，常磐小 13％

であった（図 5E）．Q3の回答理由を問うた設問 Q4に
対する児童の回答を表 5に示す．いずれの回答も，大部
分は野外における実物観察に関するものであった．
　設問 Q5は，野外観察学習終了後の，児童の「身近な
地質の成因」に対する関心度合いを問う設問である．身
近な大地の成り立ちについて、もっと深く知りたいと

「思う」と回答した児童の割合は，四ヶ浦小 69％，常磐
小 88％であった．「少し思う」を選択した児童の割合は，
四ヶ浦小 31％，常磐小 13％であった（図 5F）．
　設問 Q6は，野外観察学習終了後の児童の率直な感想
（疑問・驚き・発見等）を調査するための自由記述欄で
ある．得られた感想を表 6に示す．大部分を占めたのは，
野外における新発見についての感想であった． 

6．考察
6-1．野外観察学習実施前における児童の実態
　事前アンケート調査結果は，「大地のつくりと変化」
の学習に対する児童の興味・関心，意欲が全体的に高い
ことを示した（図 5）．否定的回答は，四ヶ浦小学校の
一部の児童にのみみとめられたが，「高所恐怖症」「理科
が苦手」など，本単元の学習内容に関する理由によるも
のではなかった（表 2）．児童が本単元に対して持つ肯
定的印象の理由として，「地層・岩石の成因」に関する
興味・関心が両校に共通して多く挙げられた．また，常
磐小学校児童の多くが古環境推定に対する興味を示した
ことは大きな特徴である（表 2）．「大地のつくりと変化」
の授業の理解のしやすさについては両校ともに全ての児
童が肯定的回答をしており，事前の内容理解度について

表3．事前アンケート調査Q3の選択理由（事前アンケート設問Q4の回答）．

代表的なものを選出し，部分的に誤字修正，漢字変換を施した．□視聴覚教材活用の効果を示唆する回答，■堆積実験の効果
を示す回答，●否定的回答．

表4．事後アンケート調査Q1の選択理由（事後アンケート設問Q2の回答）．

代表的なものを選出し，部分的に誤字修正，漢字変換を施した．○軍艦岩の化石に関する記述，◎見慣れた風景の見方の変化
についての記述，●否定的回答．
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は特に問題ないことが示された．表 3の記述内容から，
四ヶ浦小学校では視聴覚教材，常磐小学校では地層堆積
実験を用いた授業を行っており，手法は異なるが，それ
ぞれ児童の興味・関心や内容理解度と繋がっていること
がうかがえた．この手法の違いが，表 2に示された両校
児童の興味・関心の対象の違いに反映されたのかもしれ
ない．身近な大地の成り立ちに関する興味・関心の部分
では両校児童の回答にやや違いがみられ，四ヶ浦小学校
には否定的回答をした児童が少数みとめられた．以上を
まとめると，野外観察学習実施前における「大地のつく
りと変化」の学習に対する児童の興味・関心，学習意欲
は，四ヶ浦小学校児童の一部を除き，両校ともに高い状
態であったといえる．また，両校ともに児童は野外で地
層・岩石を観察した経験がほとんどなかったことが確認
された．

6-2．野外観察学習の効果
　事後アンケート調査 Q1において全児童から野外観察
学習を楽しんだという肯定的回答が得られた（図 5D）．

その理由の記述の大部分は，野外における新発見・新体
験に関するものであり，特に，実際の地層・化石の観察
体験，見慣れた風景の見方の変化に関する記述が多かっ
た（表 4）．これらの結果から，今回考案・実施した野
外観察学習の内容が，多くの児童にとって新鮮であり，
彼らの知的好奇心を刺激するものであったと考えられ
る．
　事後アンケート調査 Q3の結果は，両校の児童の中で
特に「軍艦岩」が印象に残った観察地点であったことを
示している（図 5E）．その理由の大部分は，植物・生痕
化石の発見についてのものであった（表 5）．表現方法
は様々であるが，「近くで実際に観察できた」「岩石中の
化石を野外で初めて観察した」といった旨の記述が複数
みとめられた．また，化石から古環境をイメージしたこ
とを示唆する記述がみられたことは興味深い．その他，
両校に共通してみられた「鉾島」「越前松島」という回
答（図 5E）の理由には，野外における実物観察を通じ
て「実際の溶岩露頭の空間的広がり」「溶岩の色調の差異」
「海食洞を形成する波の力」を実感したという内容の記

表5．事後アンケート調査Q3の選択理由（事後アンケート設問Q4の回答）．

代表的なものを選出し，部分的に誤字修正，漢字変換を施した．■四ヶ浦小学校の崖の火砕岩に関する記述，□軍艦岩の化石
に関する記述，◇鉾島の流紋岩溶岩に関する記述，❖越前松島の玄武岩質安山岩溶岩に関する記述．

表6．事後アンケート調査自由記述欄への児童の回答．

代表的なものを選出し，部分的に誤字修正，漢字変換を施した．■四ヶ浦小学校の崖の火砕岩に関する記述，□軍艦岩の化石
に関する記述，◇鉾島の流紋岩溶岩に関する記述，❖越前松島の玄武岩質安山岩溶岩に関する記述，（☆）野外観察学習を通
じて生じた疑問．
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述がみとめられた（表 5）．これらの結果から，室内に
おける視聴覚資料の視聴や標本・実験の観察では得られ
ない感動を，野外観察学習を通じて児童が得たことがう
かがえた．
　表 5における「鉾島」「越前松島」の柱状節理に関す
る記述内容から，柱状節理が溶岩の冷却固化に伴い形成
された構造であるということを児童が理解しており，野
外で実際の柱状節理を観察して溶岩の冷却をイメージで
きていたと考えられる．柱状節理形成は小学校理科の範
囲を超えるため，その解説は児童にとって難解であると
いう懸念があったが，片栗粉とエタノールを用いた柱状
節理形成モデル実験に関する記述がみられる（表 5）こ
とから，現地における演示実験を伴った説明が児童の内
容理解に効果的であった可能性がある．
　事前・事後アンケート調査 Q5の結果（図 5）を比較
すると，身近な大地の成り立ちに関する児童の学習意欲
は，野外観察学習を通じて概ね好転したことが考えられ
る．事前アンケート調査において，四ヶ浦小学校の一部
の児童から否定的回答が得られていた（図 5A，C）が，
事後アンケート調査では全児童が肯定的回答をしている
（図 D，F）．アンケートへの回答は無記名であったため
明言できないが， 図 5Eにおいて，四ヶ浦小学校児童 1

名が「四ヶ浦小学校の崖に露出する火砕岩」を最も印象
に残った地点として選択し，「身近な場所における火山
噴出物の存在」を知った驚きを理由として挙げた（表 5）
ことも，学習意欲の好転と関係があるのかもしれない．
一方，図 5Cと図 5Fを比較すると，常磐小学校児童の
身近な大地の成り立ちに関する学習意欲は，一見すると
事後よりも事前の方が高かったように読み取れる．しか
し，否定的回答がみられないこと（図 5F），自由記述欄
に常磐小学校児童 8名全員が野外観察学習を通じて得た
感動や新たな疑問を示す感想を記した（表 6）ことから，
学習意欲の低下を示す結果ではないと考えられる．
　野外観察学習に対する児童の感想（表 6）は，最も印
象に残った観察地点およびその理由（図 5E，表 5）と
関連しており，「軍艦岩」に関する記述が最多であった（両
校児童 24名中 12名）．それらの記述内容は，野外の岩
石中から植物・生痕化石を発見する活動が，多くの児童
にとって強く印象に残ったことを示している．また，「鉾
島」「越前松島」の火山岩に関する複数のコメント（表 6）
は，溶岩の柱状節理や海食洞の野外観察を通じ，児童が
露頭の大きさや迫力を実感したことを示唆している． 

　以上述べたとおり，著者らが考案・実施した野外観察
学習プログラムの内容は，野外における実物観察によっ
てのみ得られる実感・新発見・感動をもたらし，身近な
大地の成因に対する学習意欲の向上に貢献するもので
あったと考えられる．

7．まとめ
　児童が身近な地質に興味を持ち，大地の成り立ちに関

する理解を深めるための教育手法開発を目指し，福井県
越前海岸沿いに分布する中新世火山岩・堆積岩を題材と
した野外観察学習プログラムを考案し，越前町立四ヶ浦
小学校・常磐小学校 6年生を対象に実践した．室内事
前学習と野外観察学習を組み合わせた本プログラムは，
実物観察でしか得ることのできない実感や感動をもたら
し，児童の身近な大地の成り立ちに対する学習意欲を向
上させる効果を有することが，事後アンケート調査結果
から示された．県内の地質を活用した新たな教育手法の
形を今回探ることができたといえよう．しかしながら，
児童が身近な大地の成り立ちに対してどの程度理解を深
めたのかについては今回調査できなかったため，その具
体的な調査方法を考案・実施することが今後の課題であ
る．
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